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 柴野 雅人氏（北九州市立大学） 
「『ここぞ』というときの市民力が強いまちに。これまで培ってきた市民力は大きなレガシー。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「これまで培ってきた『市民力』は大きなレガシー」 

北九州市が過去から引き継いでいくべき一

番のレガシーは市民力です。北九州市誕生以来

60 年の歴史の中で、公害の克服、到津の森の復

活、発祥の焼うどん文化の継承、北九州市民劇

場、そして根底にある市民の自治意識は大きな

魅力です。行政に丸投げしない姿勢が市民力に

つながっていると考えています。 

 

「活かすべきポテンシャルは豊富」 

市民力を筆頭に、北九州市は色んなポテンシ

ャルを持っていると思います。先日、門司港周

辺をめぐりましたが、一つ一つの施設の充実度

がとても高いと感じたところです。一例をあげ

ると「門司港レトロ展望台」。楽しいだけでな

く学びの展示もしっかりとあります。 

一方、建物の内部やエリアのいす・テーブル

のレイアウトなど、ちょっとしたところがアッ

プデートされてない印象を受けます。その辺り

が、東京や福岡市と比べると「惜しい」と思う

ところです。展望台に限らず、広いスペースの

一部をコワーキングスペースにするなど、既存

の施設の見せ方については、アナログ、デジタ

ル両面で工夫ができると考えます。 

また、皿倉山の夜景はとても好きです。子ど

ものころも行っていましたが、大人になって改

めて見ると「すごい」と感じます。ソフト面で

も、夏季にビアガーデンはありますが、今後は、

例えば山頂でのアクティビティの実施など、季

節を問わず長居できるような過ごし方、食以外

でも観光客を滞留させるコンテンツも考えて

いく必要があるのではないでしょうか。 

 

「北九州市民の内発的イメージの向上を」 

北九州市の人は普段はとてもシャイだと感

じますが、飲むとワーッとしゃべる、という気

質だと思います。世間的なイメージとして「修

羅の国」などと言われ、良いまちなのに、「良

いと言ってはいけないのでは？」、という雰囲

気があり、そのバイアスはとても惜しい気がし

ます。いわゆる「北九州いじり」が続いている

状況ですが、実際は、成人式の派手な格好がニ

ューヨークで評価されていたりしているので、

まずは市民（若者）の個人単位での発信からポ

ジティブなものにすることで、内発的なイメー

ジが良くなっていくのではないでしょうか。 

 

「北九州市のオリジナリティを大切に」 

私は、来年、就職のために東京に出る予定で、

正確には未だ社会人として北九州市のまちを

見ることはできていないのですが、福岡市とラ

イバルで競う必要はないのではないと感じて

います。すでに１カ月の間、東京でインターン

を経験してきましたが、北九州市の住みやすさ
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は圧倒的です。元気の森、こどもの館、皿倉山、

平尾台などなど、ここで遊び、学びながら過ご

せたことは自分の人生の財産として、数字では

測れないものが得えられました。 

したがって、それぞれが唯一無二の都市とし

て、北九州市は北九州市独自の良さを持ってい

るので、暮らしやすさや自然と都会の程よいコ

ンパクトさなど、オリジナルな魅力を大切にし

てほしいと思います。 

 

「起業や移住のロールモデルをつくる」 

私は、いったん就職で東京に行きますが、「い

つか必ず北九州市に帰る」、とすでに会社に伝

えています。ゆえに、スタートアップ支援は是

非とも継続して欲しいと願っています。この分

野の支援については、九州の中でも手厚いので

はないでしょうか。起業や移住をされた方のロ

ールモデルを増やし、雇用をつくり、数値で実

績を示していく、どこまで数字で結果を出して

いけるか、ということが重要だと思います。 

その他には、高齢化率が高くなる中で、福祉

に従事する若者を大切にして欲しいと感じま

す。春から社会福祉士になる友人がいるのです

が、話していると多くの課題があることが分か

りました。仕事内容は大変で、時間的拘束も長

く、かつ給料も安い。これでは家庭を持つこと

ができないと思われてしまいます。 

しかし、北九州市ならしっかり稼いで暮らし

ていける、という方向に持っていければ、きっ

と良くなるのではないかと感じています。勤務

時間や役割分担を工夫することで、若くして福

祉業界に入っても、家庭を持ち、子育てなどと

両立しながらやっていけるよ、と言えるまちに

なって欲しいと思います。 

 

「ここぞというときの市民力が強いまちに」 

 北九州市には、「ここぞというときの市民力

が強いまち」であって欲しいと思います。現在、

私は自治会を盛り上げる活動をしていますが、

ご近所単位の自治の力はすごく大切だと感じ

ます。「自分たちの地域は自分たちでよくする」

という意識付けが重要で、それが広がりこそが

まさに都市を形成しているのだと思います。 

「ここぞ」という言葉を使いましたが、北九

州市民は日ごろはちょっと消極的でネガティ

ブな反応をしてしまっているのでは？と感じ

ます。しかし、心の奥底は燃えているのが北九

州市民。それが「ここぞ」で発揮されたら良い

と思うのです。さらに言えば、そのような想い

を２０・３０代が発信に変えていけるような場

ができたら、想いが形になると思います。 

そのような想いが発揮される場においては、

意識の高い学生だけが集まるだけでなく、常に

風通しのよい状態で、デジタルやアナログの面

でも活用されるような形になれば良いですね。

様々な市民の声が拾え、反映される、というこ

とが常にアップデートされ続けるまちであっ

てほしいと思います。


